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「
安
心
、
い
き
い
き
、
健
や
か

な
子
育
て
・
子
育
ち
・
親
育
ち

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

策
定
し
た
小
平
市
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
（
平
成　

年
度

１７

〜　

年
度
）
の
初
年
度
に
お
け

２１
る
事
業
の
推
ち
ょ
く
状
況
が
ま

　

緑
に
映
え
る
「
鯉
の
ぼ

り
」が
悠
々
と
泳
ぐ
姿
は
、

ま
さ
に
５
月
を
表
す
風
物

で
あ
っ
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

に
久
々
に
遠
出
を
し
た

が
、
農
村
に
若
干
あ
る
も

の
の
、
町
な
か
で
は
ほ
と

ん
ど
見
か
け
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。

　

男
ら
し
く
、
力
強
く
育

っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を

込
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
今
日
で
は
、
飾
る

ス
ペ
ー
ス
が
な
く
な
っ
た

の
か
、
そ
の
意
味
が
薄
れ

た
の
か
…
。

　

季
節
を
表
す
も
の
が
周

辺
か
ら
ど
ん
ど
ん
減
っ
て

い
き
、
さ
み
し
さ
を
通
り

越
し
て
危
機
感
す
ら
覚
え

る
の
は
私

だ
け
で
あ

ろ
う
か
。

小
平
市
長

�
�
�
�
�
�
�

鯉

の

ぼ

り

障
害
手
当
）
を
受
け
ら
れ
る
方

で
、
申
請
し
て
い
な
い
方
は
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

手
当
の
支
給
対
象
は
、
申
請
し

た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か

ら
に
な
り
ま
す
。

　

６
月
か
ら
、
平
成　

年
分
の

１７

所
得
が
調
査
対
象
と
な
り
ま
す

（
所
得
限
度
額
は
下
表
）。

対　

象　

次
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方

と
ま
り
ま
し
た
。

　

詳
細
は
市
役
所
１
階
市
政
資

料
コ
ー
ナ
ー
、
小
平
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す（
ご
意
見
は
問
合
せ
先
へ
）。

問
合
せ　

児
童
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
２
１

 　

児
童
育
成
手
当（
育
成
手
当
、

児
童
育
成
手
当
の

申
請
は
お
早
め
に

 　

平
成
２
年
５
月　

日
か
ら
４

２１

期　

年
に
わ
た
り
、
監
査
委
員

１６
（
識
見
を
有
す
る
者
）
と
し
て

市
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執

行
お
よ
び
市
の
事
業
の
管
理
に

つ
い
て
監
査
を
し
て
い
た
だ
い

た
田
村
浩
三
氏（
公
認
会
計
士
）

が
、
５
月　

日
を
も
っ
て
退
任

２０

さ
れ
ま
す
。

�
監
査
事
務
局
� 

監

査

委

員

田
村
浩
三
氏
が
退
任

 　

市
議
会
３
月
定
例
会
で
、
５

月　

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

２０
な
る
監
査
委
員（
識
見
を
有
す

る
者
）田
村
浩
三
氏
の
後
任
と

し
て
、 

舛  
川 
博
昭
氏
（
鈴
木
町

ま
す 
か
わ

二
丁
目
）
の
選
任
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

５
月　

日
付
で
就
任
す
る
舛

２１

川
博
昭
氏
は
、現
在
、公
認
会
計

士
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

監

査

委

員

に

舛

川

博

昭

氏

わ
く
納
涼
祭
を
開
催
し
ま
す
。

活
動
時
間　

午
後
４
時　

分
〜

３０

８
時　

分
３０

内　

容　

盆
踊
り
の
準
備
・
進

行
、
入
場
整
理
ほ
か

申
込
み　

６
月　

日
（
金
）
ま

１６

で
に
、
あ
お
ぞ
ら
福
祉
セ
ン
タ

ー
へ
�　

（
３
２
６
）
４
９
８

０４２

０
、
�　

（
３
２
６
）４
９
７
６

０４２

 
�
な
く
そ
う
就
職
差
別　

問
わ

れ
る
企
業
と
社
会
の
人
権
感
覚

　

東
京
都
で
は
、
６
月
を
就
職

差
別
解
消
促
進
月
間
と
し
て
、

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
講
演
と
映
画
の
集
い

と　

き　

６
月　

日
（
月
）　

１９

午
後
２
時
〜
４
時　

分
３０

と
こ
ろ　

き
ゅ
り
あ
ん
（
品
川

区
東
大
井
５
�　

�
１
）

１８

費　

用　

無
料

６

月

は

就
職
差
別
解
消
月
間

定　

員　

８
百
人

内　

容　

▽
講
演
「
路
地
裏
の

人
権
」
…
田
中
正
人
さ
ん
（
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
理
事
）

▽
映
画「
人
権
の
扉
を
ひ
ら
く
」

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
先

着
順
）

�
人
権
啓
発
映
画
会

と　

き　

６
月
２
日
（
金
）　

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

コ
ア
・
い
け
ぶ
く
ろ

（
豊
島
区
東
池
袋
１
�　

�　

）

２０

１０

費　

用　

無
料

定　

員　

２
百　

人
３０

内　

容　

▽
映
画
「
壁
の
な
い

ま
ち
」、「
公
正
な
採
用
選
考
を

め
ざ
し
て
」、「
私
の
好
き
な
ま

ち
」

申
込
み　

�
東
京
都
人
権
啓
発

セ
ン
タ
ー
へ
�　

（
３
８
７
６
）

０３

５
３
７
２

問
合
せ　

東
京
都
産
業
労
働
局

雇
用
就
業
部
�　

（
５
３
２
０
）

０３

４
６
４
９
、
総
務
局
人
権
部
�

　

（
５
３
８
８
）
２
５
９
５

０３

 　

市
内
在
住
で
身
体
に
障
が
い

の
あ
る
方
を
対
象
に
、
趣
味
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

５
月　

日
〜
６
月　

２９

２６

日
の
月
曜
日　

午
前　

時
〜
正

１０

午　

全
５
回

と
こ
ろ　

あ
お
ぞ
ら
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
鈴
木
町
一
丁
目
）

費　

用　

材
料
費
実
費
（
各
回

５
百
円
程
度
）

園

芸

教

室

 
歩  
塾 

あ
ゆ
み 
じ
ゅ
く

講　

師　

岡
部
清
さ
ん
・
新
田

桂
子
さ
ん
（
国
際
健
康
植
物
科

学
専
門
学
校
）

※
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま
す
。

申
込
み　

あ
お
ぞ
ら
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
�　

（
３
２
６
）４
９
８

０４２

０
、
�　

（
３
２
６
）４
９
７
６

０４２

 　

あ
お
ぞ
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
７
月　

日（
土
）に
、
わ
く

２２

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

わ
く
わ
く
納
涼
祭

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
技
術
的
・
専
門
的
な

指
導
助
言
を
行
う
、
話
し
あ
い

指
導
員
が
い
ま
す
。
今
後
も
啓

発
活
動
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

小
平
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
�　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
７
６

　

明
る
い
選
挙
推
進
委
員
と
話

し
あ
い
指
導
員
に
、
東
京
都
・

小
平
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
か
ら
、
左
表
の
方
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
月
１
日

か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２０

３１

で
す
。

　

明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
の

た
め
の
民
間
団
体
と
し
て
、
各

▽
夕
暮
れ
時
は
、
早
め
に
ラ
イ

ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う

▽
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
絶
対
に

乗
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

問
合
せ　

小
平
警
察
署
�　
０４２

（
３
４
３
）０
１
１
０
、
交
通
対

策
課
�　

（
３
４
６
）９
８
２
７

０４２

 　

市
で
は
、
５
月
１
日
か
ら
市

役
所
の
防
犯
対
策
お
よ
び
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
の
た
め
、
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

設
置
に
際
し
て
は
、
小
平
市

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

議
会
に
も
意
見
を
求
め
、
承
認

を
い
た
だ
き
、「
防
犯
カ
メ
ラ

の
管
理
及
び
運
用
に
関
す
る
要

綱
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
さ
ら
な
る
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
や
向
上
に
努

め
ま
す
。

問
合
せ　

総
務
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
１
１

市

役

所

に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
１
日
（
月
）
に
は
、
喜

平
橋
交
差
点
で
、
小
平
警
察
署

長
と
市
長
が
、
自
転
車
利
用
者

に
マ
ナ
ー
向
上
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

▽
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
お
互

い
に
優
し
さ
と
思
い
や
り
の
心

を
も
っ
て
行
動
し
ま
し
ょ
う

▽
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で

は
、
必
ず
止
ま
っ
て
安
全
を
確

認
し
ま
し
ょ
う

▽
二
人
乗
り
や
、
携
帯
電
話
で

話
し
な
が
ら
の
運
転
は
、
危
険

な
た
め
や
め
ま
し
ょ
う

対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
以

２０

上
で
、
積
極
的
に
援
助
活
動
が

で
き
る
方

定　

員　
　

人
４０

※
保
育
若
干
名
あ
り
ま
す
。

申
込
み　

５
月　

日
（
月
）
〜

２２

　

日
（
金
）
に
、
問
合
せ
先
へ

２６（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　

小
平
市
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
福

祉
会
館
４
階
小
平
市
社
会
福
祉

協
議
会
内
）
�　

（
３
４
８
）

０４２

５
１
１
０
、
�　

（
３
４
５
）

０４２

６
６
６
１

 
�
第
３
回　

小
平
市
の
文
化
振

興
を
考
え
る
市
民
委
員
会

と　

き　

５
月　

日
（
金
）　

２６

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
５
階
５
０
３

会
議
室

定　

員　
　

人
１０

議　

題　

小
平
市
の
文
化
振
興

審
議
会
な
ど
の

審
議
会
な
ど
の

日

程

日

程

と
既
存
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て　

ほ
か

傍
聴
申
込
み　

当
日
、
午
後
１

時　

分
に
、
会
場
で
受
付
（
申

４０
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　

地
域
文
化
課
�　
０４２

（
３
４
７
）
３
０
０
４

 
�
自
転
車
を
安
全
に
安
心
し
て

利
用
す
る
た
め
に　

あ
ん
・
あ

ん
自
転
車　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　

交
通
事
故
の
な
い
安
全
な
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
活
動
を
行
っ
て
い
る
小
平
市

交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、

多
発
し
て
い
る
自
転
車
事
故
を

な
く
し
、
自
転
車
の
マ
ナ
ー
の

向
上
を
図
る
た
め
、
小
平
警
察

署
と
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
、
自
転
車
マ
ナ

ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
自

転
車
ス
ト
ッ
プ
作
戦
」
を
月
に

自
転
車
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

２
級
程
度　

�
「
愛
の
手
帳
」

１
〜
３
度
程
度　

�
脳
性
ま
ひ

ま
た
は
進
行
性
筋
い
し
ゅ
く
症

問
合
せ　

児
童
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
４
４

 　

保
育
施
設
な
ど
へ
の
送
迎
、

保
護
者
の
病
気
、
買
い
物
な
ど

外
出
の
際
に
子
ど
も
を
預
か
る

な
ど
子
育
て
の
手
助
け
を
す
る

提
供
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

所
定
の
講
座
を
受
講
し
、
登

録
手
続
き
後
に
援
助
活
動
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。な
お
、提

供
会
員
へ
の
報
酬
額
は
、
平
日

の
午
前
７
時
〜
午
後
８
時
は
１

時
間
に
つ
き
８
百
円
、
平
日
の

早
朝
・
夜
間
、
日
曜
日
、
祝
日
は

１
時
間
に
つ
き
１
千
円
で
す
。

と　

き　

６
月
７
日
（
水
）
〜

　

日
（
水
）
の
う
ち　

時
間

２１

２２

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
ほ
か

費　

用　

無
料

提
供
会
員
養
成
講
座

小
平
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

▽
育
成
手
当
…
次
の
い
ず
れ
か

の
状
態
に
あ
る　

歳
到
達
後
最

１８

初
の
３
月　

日
ま
で
の
児
童

３１

�
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た　

�
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明
で

あ
る　

�
父
ま
た
は
母
に
１
年

以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る　

�
婚

姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

（
認
知
し
た
父
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
場
合
を
除
く
）　

�
父
母

が
離
婚
し
た　

�
父
ま
た
は
母

が
法
令
に
よ
り
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る　

�
父
ま
た
は
母

が
重
度
の
障
が
い
を
有
す
る

▽
障
害
手
当
…　

歳
未
満
で
心

２０

身
に
障
が
い
が
あ
り
、
そ
の
程

度
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
児
童

�
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
１
・

舛川博昭氏

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

田村浩三氏
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

明
る
い
選
挙
推
進
委
員
、

話
し
あ
い
指
導
員
決
ま
る
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児童育成手当所得限度額表

所得限度額扶養親族
などの数

３，６０４，０００円０人

３，９８４，０００円１人

４，３６４，０００円２人

１人につき
３８０，０００円加算３人以上

平成１７年度

次世代育成支援行動計画

明るい選挙推進委員　　
住　　所氏　　名投票区

中島町　山田千惠子１
小川町一丁目○青木喜美代２
小川町一丁目　若林　明子３
栄町三丁目　久我三枝子４
小川西町三丁目　小山　洋子５
小川東町五丁目　小川　節子６
小川町一丁目　細田　育美７
津田町三丁目　植原　久子８
小川東町二丁目◎吉田　照子９
小川東町四丁目　中鉢　博子９
学園西町二丁目　加藤　幸江１０
津田町二丁目　河合　雅子１１
上水本町四丁目　濱田　勝子１２
上水南町一丁目　野口　孝子１３
回田町　佐々木美智子１４
喜平町三丁目　細谷　逸枝１５
学園東町一丁目　吉本まゆみ１６
学園東町　津田　智子１７
仲町　佐藤　隆子１８
美園町三丁目　八尋惠津子１９
美園町二丁目　飯泉　惠子２０
鈴木町一丁目　栗原　延江２１
鈴木町二丁目　小野みどり２２
花小金井南町一丁目　金子　安廣２３
花小金井六丁目　佐藤　君江２４
花小金井二丁目　山川　雅子２５
花小金井四丁目　津田　洋子２６
天神町二丁目　竹内登美子２７

※◎…会長、○…副会長。

（敬称略）

話しあい指導員 
住　　所氏　　名

上水南町二丁目谷　美智子
中島町石澤千惠子

（敬称略）
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１．地域における子育て支援サ－ビスの充実
子ども家庭支援センタ－事業
子育てふれあい広場事業
子どもつどいの広場事業
子育ての知恵袋事業
ファミリ－・サポ－ト・センタ－事業
学童クラブ事業

２．保育サ－ビスの充実
幼稚園アットホ－ム事業
認定・認証保育施設
延長保育
一時保育
病後児保育

３．児童虐待防止対策
児童虐待を防止するネットワ－ク事業
子ども家庭支援センタ－事業（再掲）

４．経済的負担の軽減
乳幼児医療費助成

５．小児医療の充実
小児医療の充実

６．食育の推進
ふれあい食体験事業

７．特色ある学校教育・
　　家庭や地域の教育力の向上

学校支援ボランティア
地域教育サポ－ト・ネット事業

８．次代の親の育成

中学生・高校生の
乳幼児ふれあい体験事業

９．子どもを犯罪から守るための活動の推進
小平市防犯情報連絡体制

主要推進事業


